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 約 20%のスタートアップは設立の初年度に失敗する。そして 5 年目まで生き残れるスタ
ートアップは僅か 50%しかない。 

















いうアントレプレナーシップの本質に迫る問いである（Alvarez and Barney 2005, 2007; 















































































機会を追いかける意欲もしくは精神」というふうに認識している（Stevenson and Gumpert, 
1985）。そして三つ目の見方は、アントレプレナーシップを「事業機会の形成と発掘のプロ
セス」として捉えている（Baumol and Strom, 2007; Leibenstein, 1968; Shane and Venkataraman, 































































を取り入れたものである（Alvarez and Barney, 2010）。批判的現実主義によると、気づかれる
かどうかとは関係なく、我々が生きている世界を構築したイベント、状態、経験、印象、会
話、力、傾向といったあらゆるものは客観的に「そこ」に存在する（Patomäki and Wight, 2000）。
従って、事業機会も人々に意識から独立する客観的現実の一つに過ぎない。 
このような事業機会の形成は、まず外因的ショックから始まる。外因的ショックとは、例















る（Alvarez et al., 2013）。そうすると、結局だれでも十分な経済的収益を生み出すことがで























の間における有意関係を示した。その上、Hajizadeh and Zali（2016）は Arentz et al.（2013）
が実証したプロセスの中に機敏性が媒介していることを検証した。また、予備知識は事業
機会の認識に影響するだけではなく、消費者が抱える問題を解決する製品やサービスの改


































































































































辿り着くことができる。以上から、創造型事業機会は経路依存性（Arthur, 1989; Garud and 

































































になる（Garud and Karone, 2003）。前述のように、起業家の信念が他人の社会的構造物の間
にミスマッチを生じると、起業家は過去の信念または行動を調整して再び動き出す。この
ようなプロセス自体が試行錯誤な実験による学習となる。ここで、学習に関して注意すべ




































発見と創造のコンテンジェンシー研究という新たな研究の流れが現れた。（Chetty et al., 
2018; Hmieleski et al., 2015; Holm et al., 2015; Huang et al., 2015; Maine et al., 2015; Ojala, 2016; 
Oyson and Whittaker, 2015; Welter and Alvarez, 2015; Zahra, 2008）。 


















































図 2 起業プロセスの各要素及び要素間インタラクションの法則モデル 
 






























































って、Hmieleski et al.（2015）は、Alvarez and Barney（2007）の主張を一部実証したと考え
られる。 








動がより多く見られた。この結論も、Alvarez and Barney（2007）と Hmieleski et al.
（2015）と合致している。 
 一方、海外市場における事業機会の発見と創造に注目する学者もいる（Chetty et al., 


























































（Welter and Alvarez, 2015）へ転換することが分かる。 
 一方、海外市場における事業機会に注目する研究（Chetty et al., 2018; Holm et al., 2015; 

































敏性を意味する。機敏性は更に起業家が持つ予備知識に影響される（Hajizadeh and Zali, 
2016）ため、起業家が持つ予備知識は起業行動に影響することが分かる（Shane, 2000, 
2003）。ところが、予備知識に注目した既存研究の多くはそれが事業機会の認識への影響
まで留まっている（Arentz et al., 2013; Evers and O’Gorman, 2011; Hajizadeh and Zali, 2016; 













図 3 本研究の位置づけ 
 



























 第三に、事例研究は大きく単一事例研究（Single Case Study）と複数事例研究という二つ
に分けられる。逸脱事例に注目する単一事例研究と比べ、複数事例研究はより豊かな、そ






























コム・バブルの最も大きな特徴だと考えられる（Ljungqvist and Wilhelm, 2003）。このよう
な熱狂の裏にある理由として、インターネット技術の発達が挙げられる。 
1993年、米国イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校のスーパーコンピュータ応用研究





















































1990）。そして Eisenhardt and Graebner（2007）に従い、定性的データを処理し、分析を行
った。具体的にはまず、4人の起業家が起業する前に持つ手段に関する予備知識の状態及
び事業機会の認識を示すデータを洗い出した。 


















































              
















表 7 丁磊の経歴とネットイースが黒字化するまでの主な起業活動 
日付 活動 









































従業員数 160人に達する（1999年 1月時点は 12人） 













































































































































































































































    




 テンセントは現在、年商 2千億人民元（約 4兆円）のインターネット企業まで成長して


















表 9 馬化騰の経歴とテンセントが上場するまでの主な起業活動 
日付 活動 






1998年 11月 テンセントを設立する 






















































































































































































































            
















表 11 張朝陽の経歴とソウフが上場して黒字化を達成するまでの主な起業活動 
日付 活動 
























2001年 11月 Eコマース事業「ソウフモール」を始める 

























































































































































































































































   










表 13 馬雲の経歴とアリババが黒字化するまでの主な起業活動 
日付 活動 

















































































































































































































































































































































































































































場における事業機会の発見を促進する（Evers and O’Gorman, 2011）。そして、ニーズに関す








































































ある（Baumol and Strom, 2007; Leibenstein, 1968; Shane and Venkataraman, 2000; Shumpeter, 
1934; Terjesen et al., 2016; Venkataraman, 1997）。しかし、多くの研究は予備知識が事業機会
の認識との関係（Arentz et al., 2013; Evers and O’Gorman, 2011; Hajizadeh and Zali, 2016; 
Shepherd and DeTienne, 2005; Tang and Murphy, 2012）、及びコンテクストが起業行動に対す












の転換が一般的であること（Alvarez and Barney 2007; Welter and Alvarez 2015; Hmieleski et al. 
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12 プログラム設計上の問題により、コンピュータは西暦 2000 年及びその以降の日付を処理できな
くなる可能性があること。 
13 一般的には一定の時間におけるウェブサイトにアクセスする人の数を指す。 
